











A study on Support for Hansen’s Disease Patients policy in Korea












































































































者（以下ハンセン入所者とする）が、1945年 8月 16日から 1963年 2月 8日まで収
容施設に隔離収容されて暴行、不当な監禁や本人の同意なく断種手術をされた事件。
② 1945年 8月 25日を前後して小鹿島更生園従業員の暴力でハンセン病患者らが死亡
及び行方不明または負傷した事件。











































全体 基礎生活受給者 次上位階層 その他
人数 13,039 名 9,636 名 1,343 名 2,060 名
割合 100% 73.90% 10.30% 15.80%
（出所）韓国保健福祉部「過去ハンセン人事件の被害者に毎月生活支援金支給 」
（資料）p.9．2012 年 3 月 22 配信　を参照して筆者作成
実際の運用であるが、当生活支援金は、被害者本人名義の口座に毎月 25日頃に支給され、































1945 年 8 月 20 日を前後して、小鹿島更生園従業員による暴力でハン
セン病患者らが死亡、行方不明または負傷した事件。
3 五馬島（オマド）干拓事業事件
















4 月 6 日、大規模な騒乱を起こし検査が中断された事件。
7 楊平両水里事件
40 人余りが、1963 年 4 月から保健社会部支援のもと、楊平の両水里
一帯に住んで家を建築していた中、12 月 19 日に村の住民に暴行を受
け家屋が全て破壊された事件。
8 安東子供失踪事件




1949 年 9 月 14 日、刑務所脱獄事件鎮圧の過程で務安群連動に集団居
住していたハンセン病患者ら 40 人が死亡などした事件。
10 咸安水文理事件
1950 年 7 月に咸安郡水文理でハンセン病患者らに人民軍と内通した
との疑いをかぶせて軍隊・警察によって死亡させた事件。
11 羅州ネトゴル事件


























1950 ～ 1970 年代までの聖花院（救護施設）に入所したハンセン病患
者らが院長と従業員から隔離・監禁と暴行と強制労働を受けた事件。
（出所）大韓民国保健福祉部「過去ハンセン人被害事件真相調査全て終え」（資料）2013 年 7 月 18 日配信14）
を参照して筆者作成。
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支給実績は、申請者 31人のうち 7人が支給決定されており、1人当たり 1～ 7百万ウォン、
計 2500万ウォンが支給されている。
委員会は、「2009年からハンセン人団体や新聞広告などを介して複数回の奨励をしたため、































































7） 国家人権委員会　「ハンセン人人権改善のための政策勧告」（資料）　2006年 5月 15日配信。
8） 法律上の略称は、「ハンセン人事件法」となるが韓国内報道でも「ハンセン人特別法」の表記が多数
認められる。本論文では日本国内の先行文献にならい「ハンセン特別法」と表記する。
9） 国家法令情報センター　HP〈http://www.law.go.kr/〉2019年 10月 3日参照．
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